
27 回ケアマネ試験問題・解答・解説 

介護支援分野 

問題 1 わが国の近年の介護を取り巻く状況の説明として適切なものは

どれか。 3 つ選べ。 

1 介護を要する高齢者を同居している高齢者が介護する 「老老介護」は, 

減少傾向にある。 

2 育児と介護を同時に担う「ダブルケア」 が課題となっている。 

3 「ヤングケアラー」への支援が課題となっている。 

4 介護者が仕事と介護を両立できるよう, 法律により介護休暇及び介護

休業が制度化されている。 

5 特別養護老人ホームなどの老人ホームでの死亡者数は, 減少傾向に

ある。 

 

解答・解説 

2. 育児と介護を同時に担う「ダブルケア」が課題となっている。 

→ 「ダブルケア」とは、育児と介護の両方を同時に行わなければならな

い状況であり、社会的な課題となっています。 

3. 「ヤングケアラー」への支援が課題となっている。 

→ ヤングケアラーとは、若年層（子供や青年）が家族の介護を行ってい

るケースで、彼らへの支援が課題です。 

4. 介護者が仕事と介護を両立できるよう、法律により介護休暇及び介護

休業が制度化されている。 

→ 介護休暇や介護休業は法律で制度化されており、仕事と介護の両立

を支援する取り組みが行われています。 

 

問題 2_2021 (令和 3) 年度末における全国の要介護(要支援)認定者数

の状況として ・正しいものはどれか。 2 つ選べ。 

1 要介護(要支援)認定者のうち, 第 2 号被保険者の占める割合は, 30%を

超えて 

いる。 

2 第 1 号被保険者に占める要介護(要支援) 認定者の割合は, 40%を超

えている。 

385 歳以上の被保険者のうち, 要介護(要支援) 認定者の占める割合は, 

50%を超 えている。 

4 要介護(要支援)認定者数は, 男性より女性の方が多い。 

5 要介護(要支援) 状態区分別でみると, 認定者数が最も多いのは, 要介



護 5 である。 

 

解答・解説 

3 正解 

4 要介護・要支援認定者数は、男性よりも女性の方が多い傾向がありま

す。これは一般的に女性の方が平均寿命が長いことによります。 

 

問題 3 介護保険法に定める医療保険者の事務として正しいものはどれ

か。 2 つ選べ。 

1 第 1 号被保険者の保険料の特別徴収を行う。 

2 第 2 号被保険者の保険料を徴収する。 

3 社会保険診療報酬支払基金に対し, 介護給付費・地域支援事業支援

納付金を納付する。 

4 市町村に対し、 介護給付費交付金を交付する。 

5 市町村に対し, 地域支援事業支援交付金を交付する。 

 

解答・解説 

2. 第 2 号被保険者（40 歳から 64 歳までの者）の介護保険料は、医療保

険者が健康保険料と一緒に徴収します。これは医療保険者の業務で

す。 

3 問題のとおり 

 

問題 4 介護保険法に定める都道府県の責務として正しいものはどれ

か。 2 つ選べ。 

1 介護報酬の算定基準を適切に設定しなければならない。 

2 介護保険事業の運営が健全かつ円滑に行われるように, 必要な助言

及び適切な援 助をしなければならない。 

3 介護保険事業が効率的に行われるように, 年金保険者を指導・監督し

なければならない。 

4 認知症に関する知識の普及及び啓発に努めなければならない。 

5 高齢者が経済活動に参加することを促さなければならない。 

 

解答・解説 

2. 介護保険事業の運営が健全かつ円滑に行われるように、必要な助言

及び適切な援助をしなければならない。 

4. 認知症に関する知識の普及及び啓発に努めなければならない。 



 

問題 5 介護保険の第 1 号被保険者について正しいものはどれか。 2 つ

選べ。 

1 市町村の区域内に住所を有する 65 歳以上の者をいう。 

2 保険給付の対象となるのは、 特定疾病を原因として要支援・要介護状

態になった者に限られる。 

3 保険料は,地域支援事業の任意事業の財源に充当される。 

4 居住する市町村から転出した場合は、その翌月から転出先の市町村

の被保険者となる。 

5 医療保険加入者でなくなった日から, 第 1 号被保険者の資格を喪失す

る。 

 

問題・解説 

1 これは、第 1 号被保険者の定義そのものです。 

3 保険料は,地域支援事業の任意事業の財源に充当されます。 

 

問題 6 区分支給限度基準額が適用されるサービスとして正しいものは

どれか。3 つ選べ。 

1 訪問介護 

2 地域密着型通所介護 

3 居宅療養管理指導 

4 認知症対応型通所介護 

5 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

 

問題・解説 

1〇 

2〇 

4〇 

 

問題 7 市町村長が指定する事業者が行うサービスとして正しいものはど

れか。3 つ選べ。 

1 居宅介護支援 

2 通所介護 

3. 認知症対応型共同生活介護 

4 介護予防短期入生活介護 

5 介護予防支援 



 

問題・解説 

1〇 

3〇 

5〇 

 

問題 8 介護保険制度の給付と利用者負担について正しいものはどれ

か。 3 つ選べ。  

1 被保険者が災害により住宅に著しい損害を受けた場合には, 市町村

は、定率の利 用者負担を減免することができる。 

2 施設介護サービス費に係る利用者負担は,一律 2 割の定率負担となっ

ている。 

3 区分支給限度基準額を超えてサービスを利用した場合には,その超え

た部分は 3 割負担となる。 

4 介護保険施設入所者の理美容代は, 保険給付の対象とならない。 

5 居宅介護サービス計画費については、 利用者負担はない。 

 

問題・解説 

1 災害など特別な事情がある場合、市町村は利用者負担を減免する権

限を持っています。 

4 理美容代などの個人的なサービスは介護保険の給付対象外です。 

5 居宅介護サービス計画を作成する費用については、全額が保険給付

され、利用者負担はありません。 

 

問題 9 高額介護サービス費について正しいものはどれか。 2 つ選べ。 

1 世帯単位で算定される。 

2 地域密着型サービスの利用に係る利用者負担額は, 支給の対象とな

らない。 

3 同一世帯に住民税が課税されている者がいる場合には, 支給の対象

とならない。 

4 利用者の負担上限額は, 6 月単位で設定されている。 

5 利用者の負担上限額は, 所得によって異なる。 

 

解答・解説 

1. 世帯単位で算定される。 

高額介護サービス費は、世帯単位で算定されます。利用者本人だけでな



く、その世帯全体の状況に応じて判断されるため、世帯の収入や税金の

状況が関係します。 

5. 利用者の負担上限額は, 所得によって異なる。 

負担の上限額は所得によって異なります。所得の多い人は上限が高く、

所得の少ない人は負担が軽減されます。 

 

問題 10 介護保険法に定める市町村介護保険事業計画について正しい

ものはどれか。3 つ選べ。 

1 市町村老人福祉計画と一体のものとして作成されなければならない。 

2 市町村地域福祉計画と調和が保たれたものでなければならない。 

3 介護保険施設の種類ごとの必要入所定員総数の見込みを定めなけれ

ばならない。 

4 各年度における地域支援事業の量の見込みを定めるものとする。 

5 計画期間は, 5 年を 1 期とする。 

 

解答・解説 

1 市町村老人福祉計画と一体のものとして作成されなければならない。 

→ 介護保険事業計画は、市町村老人福祉計画と一体のものとして策定

される必要があります。これにより、高齢者福祉と介護保険の事業が一

体的に進められるように調整されます。 

2 市町村地域福祉計画と調和が保たれたものでなければならない。 

→ 介護保険事業計画は、地域福祉全体の計画である市町村地域福祉

計画と調和を保つことが求められます。 

4 問題のとおり 

 

問題 11 介護保険の財政について正しいものはどれか。 3 つ選べ。 

1 施設等給付の公費負担割合は, 国 30%, 都道府県 10%, 市町村 10%で

ある。 

2 調整交付金の総額は, 介護給付及び予防給付に要する費用の総額の

5%に相当す る額である。 

3 介護給付及び予防給付に要する費用は, 公費と保険料によりそれぞれ

50%ずつ賄われる。 

4 第 1 号被保険者と第 2 号被保険者の保険料負担の按分割合は,制度

施行以来変 わっていない。 

5 市町村特別給付に要する費用は,その市町村の第 1 号被保険者の保

険料により賄われる。 



 

解答・解説 

2 調整交付金の総額は、介護給付及び予防給付に要する費用の総額の

5%に相当する額である。 

→ これは正しいです。調整交付金は介護給付費や予防給付費の 5%を

目安に算定されています。 

3  問題文のとおり 

5 市町村特別給付に要する費用は、その市町村の第 1 号被保険者の保

険料により賄われる。 

→ これは正しいです。市町村特別給付の費用はその市町村における第

1 号被保険者の保険料で賄われます。 

 

問題 12 介護保険における第 2 号被保険者の保険料について正しいも

のはどれか。 3 つ選べ。 

1 介護予防・日常生活支援総合事業の費用にも充てられる。 

2 所得段階別定額保険料である。 

3 被用者保険の被保険者の場合には,事業主負担がある。 

4 被用者保険の被保険者である生活保護受給者は, 保険料を支払う。 

5 被用者保険の被保険者の保険料は, 市町村が条例で定める。 

 

解答・解説 

1. 第 2 号被保険者の保険料は介護保険制度全体の財源となるため、介

護予防・日常生活支援総合事業の費用にも充てられます。 

3. 健康保険に加入している第 2 号被保険者の介護保険料は、原則とし

て被保険者と事業主で 2 分の 1 ずつ負担します。 

4. 被用者保険に加入している場合、生活保護受給者であっても保険料

を支払う必要があります。介護保険料は医療保険料と一体的に徴収され

るためです。 

 

問題 13 認知症総合支援事業において配置の対象とされているものとし

て正しいものはどれか。 3 つ選べ。 

1 福祉用具専門相談員 

2 認知症地域支援推進員 

3 チームオレンジコーディネーター 

4 認知症初期集中支援チーム 

5 介護サービス相談員 



 

解答・解説 

2 認知症地域支援推進員 

3 チームオレンジコーディネーター 

4 認知症初期集中支援チーム 

 

問題 14 介護予防ケアマネジメント (第 1 号介護予防支援事業) につい

て正しいものはどれか。2 つ選べ。 

1 事業の受託者への費用の審査及び支払に係る事務は, 国民健康保険

団体連合会に 委託できない。 

2 介護予防ケアマネジメントの利用者負担は,1 割又は 2 割である。 

3 医療機関が行わなければならない。 

4 住所地特例適用被保険者については, 入所又は入居する施設が所在

する市町村が行う。 

5 要支援者は,対象である。 

 

解答・解説 

4: 住所地特例適用被保険者（例えば他の地域の施設に入居している被

保険者）については、入所・入居する施設がある市町村が介護予防支援

を行うことになります。 

5: 第 1 号介護予防支援事業の対象には、要支援認定を受けた高齢者

が含まれています。 

 

問題 15 介護保険審査会について正しいものはどれか。 2 つ選べ。 

1 市町村に設置される。 

2 委員には,被保険者を代表する者が含まれる。 

3 介護報酬の審査・ 支払についての不服は、審査請求の対象となる。 

4 指定介護老人福祉施設の指定についての不服は,審査請求の対象と

なる。 

5 保険料の滞納処分についての不服は,審査請求の対象となる。 

 

解答・解説 

2 委員には,被保険者を代表する者が含まれます。 

5 保険料の滞納処分は、介護保険法で定められた処分であり、この処分

に対する不服は審査請求の対象となります。 

 



問題 16 介護保険に関して市町村が有する権限について正しいものはど

れか。 2 つ選べ。 

1 被保険者に対する老齢等年金給付の支給状況について, 年金保険者

に対し 資料の 提供を求める。 

2 要介護認定に関する審査請求事件について、 医療保険者に対し必要

な報告を求める。 

3 被保険者の保険料に関し, 被保険者の収入について調査する。 

4 介護サービス情報の公表制度に係る報告に関し, 指定居宅サービス

事業者を調査する。 

5 不正の手段により登録を受けた介護支援専門員の登録を消除する。 

 

解答・解説 

1 被保険者に対する老齢等年金給付の支給状況について, 年金保険者

に対し 資料の 提供を求める権限がある。 

3 市町村は、介護保険料の算定に必要な情報を得るために、被保険者

の収入状況を調査する権限を有しています。 

 

問題 17 要介護認定の認定調査票 (基本調査) に含まれる項目として正

しいものはど 

れか。3 つ選べ。 

1 座位保持 

2 整髪 

3 預貯金の額 

4 学歴 

5 買い物 

 

解答・解説 

1 座位保持 - 要介護者が座ることができるかどうかの確認は重要な評

価項目の一つです。 

2 整髪 - 介助が必要かどうかの確認が行われます。 

5 買い物 - 日常生活の活動の一環として評価されます。 

 

問題 18 要介護認定の一次判定について正しいものはどれか。 2 つ選

べ。 

1 要介護認定等基準時間は, 1 日当たりの時間として推計される。 

2 要介護認定等基準時間は,実際に居宅等で行われている介護時間そ



のものである。 

3 全国共通の基準に基づき行われる。 

4 都道府県が行わなければならない。 

5 一次判定の結果は,申請した被保険者に対し通知されなければならな

い。 

 

解答・解説 

1 要介護認定等基準時間は, 1 日当たりの時間として推計されます。 

3 要介護認定は、全国で共通の基準に基づいて行われます。これは、各

自治体が統一した基準を使用して認定を行うことを意味します。 

 

問題 19 要介護認定に係る主治医意見書の項目として正しいものはど

れか。 3 つ選べ。 

1 栄養 食生活 

.2 感染症の有無 

3 医学的管理の必要性 

4 趣味 

5 職歴 

 

解答・解説 

1〇 

2〇 

3〇 

 

問題 20 指定居宅介護支援におけるケアマネジメント業務として,より適

切なものはどれか。 3 つ選べ。 

1 課題分析標準項目に基づくアセスメントの実施 

2 利用者によるサービスの選択に資するための情報提供 

3 地域ケア会議の主催 

4 住民による自発的活動の開発 

5 モニタリングの実施 

 

解答・解説 

1 ケアマネジャーは利用者のニーズを把握し、ケアプランを立案するため

にアセスメントを実施する必要があります。 

2 利用者が自身のニーズに最も合ったサービスを選択できるよう、情報



提供を行うことは重要なケアマネジメント業務です。 

5 介護サービスの提供状況や利用者の状態を定期的にモニタリングし、

必要に応じてサービスの調整を行うこともケアマネジメント業務の一環で

す。 

 

問題 21 居宅サービス計画の作成について正しいものはどれか。 3 つ選

べ。 

1 被保険者証に認定審査会意見の記載がある場合には、 利用者にそ

の趣旨を説明し, 

理解を得た上で, その内容に沿って作成しなければならない。 

2 地域密着型通所介護を位置付ける場合には, 認知症の専門医の意見

を求めなければならない。 

3 厚生労働大臣が定める回数以上の訪問介護は, 位置付けることがで

きない。 

4 短期入所生活介護を位置付ける場合には,原則として利用する日数が

要介護認定 の有効期間のおおむね半数を超えないようにしなければな

らない。 

5 福祉用具貸与を位置付ける場合には, その利用の妥当性を検討し, 必

要な理由を 記載しなければならない。 

 

解答・解説 

1 利用者の理解を得ることは重要で、認定審査会の意見に基づいて居

宅サービス計画を作成する必要があります。 

4 短期入所の利用は認定期間の半数を超えないことが基本です。 

5 福祉用具の貸与については、その必要性をきちんと検討し、理由を明

記することが求められます。 

 

 

問題 22 指定居宅介護支援事業者の記録について正しいものはどれ

か。 3 つ選べ。 

1 居宅介護支援経過は, 時系列で誰もが理解できるように記載する。 

2 サービス担当者会議の記録は, 支援が完結すればその時点で廃棄し

てもよい。 

3 自ら提供した指定居宅介護支援とは明らかに関係がない苦情を受け

付けた場合で もすべて記録し保存しなければならない。 

4 指定居宅介護支援の提供により発生した事故の状況及び事故に際し



て採った処置 について, 記録しなければならない。 

5 不正の行為によって保険給付を受けた利用者については, 市町村に遅

滞なく通知 するとともに,その記録を整備しなければならない。 

 

解答・解説 

居宅介護支援経過は、時系列で誰もが理解できるように記載する。 

1 介護支援経過は時系列で記載し、誰もが理解できるようにする必要が

あります。 

4 事故の状況や処置については必ず記録し、適切な対応を行う必要が

あります。 

5 不正受給があった場合は市町村に通知し、その記録も整備する必要

があります。 

 

問題 23 指定介護予防支援について適切なものはどれか。 3 つ選べ。 

1 地域支援事業及び介護給付と連続性及び一貫性を持った支援を行う

ように配慮する。 

2 介護予防通所リハビリテーションを介護予防サービス計画に位置付け

る場合には, 当該サービスに係る主治の医師の指示は必要ない。 

3 介護予防サービス計画の策定に当たっては、利用者の個別性を重視

した効果的なものとする。 

4 利用者による主体的な取組を支援し、 常に利用者の生活機能の向上

に対する意欲を高めるよう支援する。 

5 介護福祉士を配置しなければならない。 

 

解答・解説 

1 地域支援事業と介護保険のサービスが連携し、利用者に対して一貫し

た支援を行うことが重要です。 

3 利用者の個別性を考慮し、その人に合った効果的な計画を策定するこ

とが重要です。 

4 介護予防支援では、利用者の主体的な取組みを促進し、生活機能向

上への意欲を高めることが大切です。 

 

問題 24 A さん (80 歳, 女性, 要介護 2. 認知機能は低下していない)は,

長男と 二人暮らしで, 通所介護を利用している。 その通所介護事業所

の職員から、入浴時 に A さんの体に直径 3cm くらいのあざが数か所あ

ることを見つけ, A さんが「長 男に怒鳴られて、叩かれた」と話していたこ



とについての相談があった。 高齢者虐 待防止法を踏まえた介護支援専

門員の対応として,より適切なものはどれか。 2 つ 選べ。 

1 一時的なものと考え、しばらく様子を見ることにする。 

2 速やかに市町村に通報する。 

3 直ちに A さんが長期間養護を受けるために必要となる居室を確保する

ための措置を決める。 

4 長男がいない場で, A さんと今後の介護サービスや対応について話を

する機会を設ける。 

5 長男に対し,なぜ怒鳴ったり叩いたりしたのかを厳しく問いただす。 

 

解答・解説 

2 高齢者虐待の疑いがある場合は、市町村に速やかに通報する義務が

あります。虐待の可能性を見過ごすことは危険なため、すぐに対応が必

要です。 

4A さんが長男からの虐待を訴えているため、長男がいない場で A さん

の意向を確認し、今後の対応について丁寧に話し合うことが重要です。

虐待が続く場合に備え、A さんの安全を第一に考えた対策を協議する必

要があります。 

 

問題 25 A さん (85 歳, 女性) は, 長女と二人暮らしである。 A さんは自

宅で転倒 して腰椎を圧迫骨折し, 1 か月入院した。 退院後, 筋力低下が

著しく、要支援 2 の 認定を受けた。介護支援専門員が訪問したところ,A

さんは以前のように自分で家 事や入浴をしたいと希望しているが, 長女

は転倒を心配してデイサービスでの入浴 介助を希望していて折り合わ

ない。 自立支援・重度化防止の観点に立った介護支援 専門員の対応と

して、より適切なものはどれか。3 つ選べ。 

1 長女の希望だけに沿ったケアプランを作成する。 

2 筋力低下の原因や回復方法等の確認のため, 医師, 理学療法士, 管理

栄養士などに相談する。 

3 自宅での転倒リスクを軽減し、できるだけ自宅での自立した生活を営

めるように, 生活環境全般を把握する。 

4 様子を見るため、あえて目標や期間を定めずに介護予防通所リハビリ

テーション の利用を位置付ける。 

5 A さんと長女を交えて, 自立支援・重度化防止に向けた話し合いの場を

設ける。 

 



解答・解説 

2 A さんの筋力低下を回復させるために、医療専門職と連携して原因や

改善方法を把握することは、自立支援に向けた重要なステップです。 

3A さんが自立した生活を送るためには、転倒リスクを軽減し、生活環境

を調整することが大切です。これにより、自宅での安全性が向上し、自立

を支援できます。 

5 A さんと長女の意見が合わないため、両者が自立支援や重度化防止

について共通理解を得るために話し合うことは、解決策を見つける上で

重要です。 

 

保健医療サービス分野 

問題 26 せん妄に関する次の記述のうち適切なものはどれか。3 つ選

べ。 

1 日常生活における活動性が低下することがある。 

2 認知症を有する人は, せん妄を起こしやすい。 

3 治療は,誘因にかかわらず薬物治療を最優先とする。 

4 せん妄の程度は,時間の経過とともに変化することがある。 

5 夜間にせん妄を起こす高齢者には、日中の睡眠を十分にとらせる。 

 

解答・解説 

1 せん妄は活動性の変動が特徴の一つで、低下することがあります。 

2 認知症のある人は、せん妄を起こしやすい傾向があります。 

4 せん妄の症状は、時間の経過や昼夜の変化により変動することが多

いです。 

 

問題 27 バイタルサインについて適切なものはどれか。 3 つ選べ。 

1 生命の維持にかかわる最も基本的な情報である。 

2 感染症にかかっても,発熱しないことがある。 

3 やせているため体温計を腋下部 (腋の下)に密着できない場合には,正

確に体温を測定できないことがある。 

4 不整脈の有病率は,年齢層が高くなるにつれて減少する。 

5 医師や看護師が血圧を測定すると低値になることが多い。 

 

解答・解説 

1 バイタルサインは、心拍、呼吸、血圧、体温など、生命維持に関わる重

要な指標です。 



2 高齢者や免疫力が低下している人などは、感染症にかかっても必ずし

も発熱するとは限りません。 

3 体温計が腋下に正確に接触していないと、体温が正しく測れないこと

があります。 

4×実際には、不整脈の有病率は年齢とともに増加します。 

5×通常、医療従事者による測定では「白衣高血圧」と呼ばれる現象が

あり、血圧が高くなることがあり 

 

問題 28 口腔のケアについて適切なものはどれか。3 つ選べ。 

1 口腔内・口腔周囲を動かすことは,口腔機能の維持・向上に資する。 

2 胃ろうによる経管栄養を行っている高齢者では,口腔のケアは必要な

い。 

3 寝たきりで片麻痺がある人の場合には、誤嚥を防ぐため、 麻痺側を下

にして口腔のケアを行う。 

4 食後は義歯をはずして口腔内を清掃し, 義歯はブラシを使用して流水

で洗う。 

5 高齢者では唾液の分泌量が減り、う蝕や歯周病が起こりやすい。 

 

解答・解説 

口腔内・口腔周囲を動かすことは、口腔機能の維持・向上に資する。 

1 これは正しいです。口腔内やその周囲の筋肉を動かすことは、口腔機

能の改善や維持に役立ちます。 

4 これも正しいです。麻痺側を下にしてケアを行うことで、誤嚥のリスクを

減らすことができます。 

5 高齢者では唾液の分泌量が減り、う蝕や歯周病が起こりやすい。 

 

問題 29 リハビリテーションについて適切なものはどれか。 3 つ選べ。 

1 利用者の残存能力をできる限り活かす。 

2 急性期及び回復期に獲得された機能をできるだけ長く維持することも

重要である。 

3 廃用による筋力低下や筋委縮の予防には、趣味や余暇活動への参加

は効果がない。 

4 本人が苦痛を感じなければ、同じ姿勢で安静臥床を続けることが望ま

しい。 

5 変形性膝関節症は,歩行障害の原因となることがある。 

 



解答・解説 

1 これはリハビリテーションの基本的な考え方です。残された能力を最大

限に活かすことで、生活の質を向上させることが目指されます。 

2 機能が回復した後、その状態をできるだけ長く維持することはリハビリ

の重要な目標の一つです。特に、機能低下を防ぐためには維持が必要

です。 

5 変形性膝関節症は関節の変形や痛みによって歩行障害を引き起こす

ことがあります。これは正しい知識です。 

 

問題 30 高齢者の精神疾患について,より適切なものはどれか。 3 つ選

べ。 

1 要因の一つに, 脳の加齢性変化がある。 

2 うつ病では,自殺リスクはない。 

3 配偶者や近親者の死が, うつ病の要因となることがある。 

4 アルコール依存症は,うつ病を合併することはない。 

5 精神症状が定型的でなく、訴えは多彩かつ曖昧であることがある。 

 

解答・解説 

1 高齢者の精神疾患の要因として、脳の加齢による変化が関与している

ことは広く知られています。 

3 配偶者や近親者を失うことは、特に高齢者においてうつ病の重要な要

因となり得ます。 

5 高齢者の精神疾患では、症状が典型的ではなく、多様で漠然としてい

ることがしばしばあります。 

 

問題 31 次の記述のうち, より適切なものはどれか。 3 つ選べ。 

1 入院中から退院後の生活に向けた準備を進めることが望ましい。 

2 退院前カンファレンスには,利用者・家族は出席できない。 

3 介護支援専門員には、退院前カンファレンスにおいて, 病院関係者と

在宅支援の 関係者の橋渡し役になることが求められる。 

4 介護支援専門員は、常に医学的立場に立って治療法について助言す

べきである。 

5 退院後の利用者を担当する介護支援専門員は,退院後の状況を入院

していた病院 に報告することが望ましい。 

 

解答・解説 



1 入院中から退院後の生活を見据えた準備を進めることは、円滑な退院

や生活再建のために重要です。 

3 介護支援専門員は、退院後の生活がスムーズに進むように、病院と在

宅支援の関係者の間の調整役を務めることが期待されます。 

5 退院後の利用者の状況を報告することで、退院後のフォローアップや

ケアが効果的に行えるようになります。 

 

問題 32 栄養と食事について適切なものはどれか。3 つ選べ。 

1 体重測定は,栄養状態を把握するために有用である。 

2 低栄養を予防するためには,摂取するエネルギー量を減らす。 

3 水を飲んでむせる場合は, 汁物やお茶に適度なとろみをつけることも

一つの方法である。 

4 スプーンはできるだけ深く大きいものとし,1 回量を多くすることで食事

の所要時間を短くする。 

5 配食サービスは, 栄養改善の目的だけでなく, 一人暮らし高齢者の見

守りとしても活用できる。 

 

解答・解説 

1 体重測定は、栄養状態を把握するために有用です。 

3 水を飲んでむせる場合、汁物やお茶に適度なとろみをつけることが有

効な対策の一つです。 

5 配食サービスは、栄養改善だけでなく、一人暮らしの高齢者の見守りと

しても利用されます。 

 

問題 33 次の記述のうち適切なものはどれか。3 つ選べ。 

1 糖尿病の治療法の一つとして, インスリンの在宅自己注射がある。 

2 人工透析は,腎臓の働きを補うために行う。 

3 中心静脈栄養法では,必ず腕や手の細い静脈から点滴する。 

4 経管栄養法では, 胃や腸に管を用いて栄養を注入する。 

5 人工呼吸療法は、体内への二酸化炭素の取り込みを促すために行

う。 

 

解答・解説 

1 切です。糖尿病の治療法の一つとして、インスリンの在宅自己注射が

一般的に行われています。 

2 人工透析は、腎臓が正常に機能しなくなった際に、血液を浄化し体液



や電解質のバランスを保つために行います。 

4 経管栄養法は、鼻や口、あるいは胃瘻を通して管を用いて栄養を胃や

腸に直接注入する方法です。 

 

問題 34 感染予防について適切なものはどれか。 3 つ選べ。 

1 すべての人が感染症の病原体を保有している可能性があると考え, 感

染予防に努める。 

2 高齢者には,肺炎球菌ワクチンの接種を毎年 1 回受けることが推奨さ

れている。 

3 高齢者における結核の初期症状としては,食欲不振, 全身倦怠、体重

減少などもある。 

4 手洗いでは,指先, 指の間, 親指, 手首も洗い忘れないようにする。 

5 ノロウイルスの消毒には, 低濃度のエタノールを用いる。 

 

解答・解説 

1 標準予防策として、すべての人に対して感染予防を行うことが推奨され

ています 

3 高齢者の結核は非特異的な症状が多いです 

4 手洗いの際、これらの部分も重要です 

 

問題 35 次の記述のうち適切なものはどれか。 3 つ選べ。 

1 パルスオキシメーターは,一般に手や足の指先に装着する。 

2 自己導尿に用いるカテーテルの消毒は不要である。 

3 ネブライザーは,薬剤の投与や気道の加湿のために使われる。 

4 在宅酸素療法では,携帯用酸素ボンベを使用して外出することができ

る。 

5 ストーマとは, 気管切開口のことである。 

 

解答・解説 

1 適切です。パルスオキシメーターは、酸素飽和度を測定するために手

や足の指先に装着されるのが一般的です。 

3 適切です。ネブライザーは、薬剤をエアロゾル化して投与したり、気道

を加湿するために使われます。 

4 適切です。在宅酸素療法では、携帯用酸素ボンベを使用して外出する

ことが可能です。 

 



問題 36 次の記述のうち、より適切なものはどれか。3 つ選べ。 

1 倒れている高齢者を発見したときは, 意識の有無を確認する。 

2 吐物を処理する場合は, 使い捨て手袋を使用し塩素系の消毒剤を使

用する。 

3 止血した腕は, 心臓より低い位置で保持する。 

4 心肺蘇生時の胸骨圧迫は、うつ伏せにして行う。 

5 高齢者が発熱したときは、 全身状態の変化も併せて観察する。 

 

解答・解説 

1 これは基本的な対応であり、倒れている人の意識状態を確認すること

は、迅速な判断や対応のために重要です。 

2 吐物を処理する際は、感染防止のために使い捨て手袋を使用し、適切

な消毒が必要です。塩素系の消毒剤は、吐物などの感染性物質に対し

て効果的です。 

5 高齢者は発熱が原因で全身状態が急激に悪化する可能性があるた

め、発熱時には全身状態を注意深く観察することが重要です。 

 

問題 37 次の記述のうち適切なものはどれか。 3 つ選べ。 

1 後期高齢者に対する健康診査では,フレイル状態のチェックも重要であ

る。 

2 握力の低下は, サルコペニア (筋肉減弱症)の目安となる。 

3 慢性閉塞性肺疾患(COPD) を有する高齢者では, 禁煙が重要である。 

4 喫煙は,心筋梗塞の危険因子ではない。 

5 多量の飲酒習慣は,脳卒中のリスクとは無関係である。 

 

解答・解説 

1 フレイルは、健康状態の低下を示す重要な指標であり、高齢者の健康

診査において重要な役割を担っています。 

2 握力の低下はサルコペニアの兆候であり、高齢者における筋肉量の

減少や筋力の低下を示す指標とされています。 

3COPD は喫煙と密接に関連しており、禁煙は症状の悪化を防ぐために

非常に重要です。 

 

問題 38 次の記述のうち, より適切なものはどれか。 3 つ選べ。 

1 皮脂欠乏症では,患部を清潔に保つことが悪化予防になることから,ナ

イロンタオルなどを使ってよく洗う。 



2 めまいやふらつきの原因となる疾患の一つに脳梗塞がある。 

3 糖尿病の治療で薬を飲んでいる場合は,食事に気を付ける必要はな

い。 

4 関節リウマチの患者には,身体に負担をかけないためにベッドの使用

が望ましい。 

5 高齢者の大腿骨頸部骨折は,寝たきりの原因となりやすい。 

 

解答・解説 

2 めまいやふらつきの原因となる疾患の一つに脳梗塞がある。 

4 関節リウマチの患者にとって、ベッドの使用は身体への負担を軽減す

る上で非常に有効な手段の一つです。 

5 高齢者の大腿骨頸部骨折は、寝たきりの原因となる最も一般的な要因

の一つです。 

 

問題 39 死亡診断書を交付することができる資格として正しいものはど

れか。 2 つ選べ。 

1 介護支援専門員 

2 介護福祉士 

3 医師 

4 歯科医師 

5 薬剤師 

 

解答・解説 

3 医師 医学の知識と経験に基づき、死亡の原因を診断し、死亡診断書

を作成することができます。 

4 歯科医師 口腔内の疾患が死因の場合、歯科医師が死亡診断書を作

成する場合もあります。 

 

問題 40 指定訪問看護ステーションについて正しいものはどれか。 3 つ

選べ。 

1 管理者は,医師でなければならない。 

2 主治医師に,訪問看護計画書及び訪問看護報告書を提出しなければ

ならない。 

3 理学療法士を配置することができる。 

4 訪問看護は,利用者の心身の機能の維持回復を図るよう妥当適切に行

う。 



5 看護職員は,すべて常勤で配置しなければならない。 

 

解答・解説 

1×管理者は医師でなくても可能です。医師以外でも、看護師などの資

格を持つ者が管理者として任命されることができます。 

2〇 

3〇 

4〇 

5×看護職員は必ずしも常勤である必要はありません。状況に応じて非

常勤でも配置が認められます。 

 

問題 41 指定訪問リハビリテーションについて正しいものはどれか。3 つ

選べ。 

1 サービス提供には,医師の指示が必要である。 

2 理学療法, 作業療法その他必要なリハビリテーションを行うことにより,

利用者 の心身の機能の維持回復を図るものでなければならない。 

3 事業者は,従業者,設備, 備品及び会計に関する諸記録を整備しておか

なければならない。 

4 特定の研修を受けた介護福祉士であれば,サービスを提供することが

できる。 

5 訪問看護ステーションの言語聴覚士がサービスを提供した場合は,訪

問リハビリ テーション費が算定される。 

 

解答・解説 

1 指定訪問リハビリテーションは、医師の指示に基づいて実施されます。 

2 訪問リハビリテーションは、利用者の機能の維持や回復を目的として

います。 

3 指定訪問リハビリテーションの事業者は、事業運営に必要な記録を整

備する義務があります。 

 

問題 42 指定短期入所療養介護について適切なものはどれか。 2 つ選

べ。 

1 家族の疾病を理由とした利用はできない。 

2 短期入所療養介護計画は、おおむね 4 日以上連続して利用する場合

に作成する必要がある。 

3 要介護 1 又は要介護 2 と認定された者は,利用できない。 



4 介護老人福祉施設で提供される。 

5 酸素療法を必要とするなど医療ニーズが高い要介護者も利用できる。 

 

解答・解説 

2 短期入所療養介護では、利用期間が長期にわたる場合に計画書を作

成する必要があります。おおむね 4 日以上の連続した利用において、計

画を策定することが求められます。 

5 医療ニーズが高い要介護者（例えば、酸素療法を必要とする人）は、短

期入所療養介護を利用することが可能です。 

 

 

問題 43 指定定期巡回・随時対応型訪問介護看護について適切なもの

はどれか。 2 つ選べ。 

1 要支援者は利用できない。 

2 利用者の心身の状況にかかわらず,毎日, 訪問しなければならない。 

3 訪問看護サービスの提供の開始に際し, 主治の医師による指示を口

頭で受ければよい。 

4 日常生活上の緊急時の対応は想定されていない。 

5 自らその提供するサービスの質の評価を行い,結果を公表しなければ

ならない。 

 

解答・解説 

1 指定定期巡回・随時対応型訪問介護看護は、要介護者を対象にした

サービスで、要支援者は利用できません。 

5 サービス提供者は、サービスの質を評価し、結果を公表する義務があ

ります。 

 

問題 44 介護老人保健施設について適切なものはどれか。 3 つ選べ。 

1 入所者の在宅復帰を目指すことが基本方針として定められている。 

2 社会福祉法人は、開設できない。 

3 若年性認知症を有する要介護者は, 入所することができる。 

4 介護支援専門員以外の者でも施設サービス計画を作成することができ

る。 

5 所得の多寡を理由にサービスの提供を拒否することは禁じられてい

る。 

 



解答・解説 

1 介護老人保健施設は、入所者が在宅復帰することを目指している施設

です。基本方針に基づき、リハビリテーションや医療ケアが行われます。 

3 若年性認知症を持つ人も要介護状態であれば、介護老人保健施設に

入所することが可能です。 

5 介護保険制度に基づき、サービス提供の際に所得に基づく差別は禁じ

られています。 

 

問題 45 介護医療院について適切なものはどれか。 3 つ選べ。 

1 主として短期的な療養が必要な者を対象とすることが基本方針として

定められている。 

2 要支援者は,入所することができない。 

3 適切なリハビリテーションを計画的に行わなければならない。 

4 診療所に併設できる場合がある。 

51 つの療養室の定員は, 2 人以下としなければならない。 

 

解答・解説 

2 介護医療院は、主に要介護者を対象としているため、要支援者は基本

的に入所できません。 

3 介護医療院は、患者のリハビリテーションを計画的に提供し、機能回復

を目指します。 

4 介護医療院は、診療所と併設されることが可能です。これにより、医療

と介護を一体的に提供することができます。 

 

 

福祉サービス分野 

問題 46 面接場面におけるコミュニケーション技術について適切なものは

どれか。 3 つ選べ。 

1 明確化とは、 相談援助者がクライエントの利益を考えて, クライエント

の代わり に意思決定することである。 

2 アセスメントには,クライエントの問題状況の把握, 情報の収集と分析が

含まれる。 

3 オープンクエスチョンとは,クライエントが自らの選択や決定により、答え

を見 つけることを促す質問である。 

4 面接技術には, ジェスチャー, 表情, 声の抑揚が含まれる。 

5 視線やクライエントとの距離について配慮することは避けるべきであ



る。 

 

解答・解説 

2 アセスメントは、問題解決のプロセスにおいて非常に重要な初期段階

です。クライエントの状況を正確に把握し、問題の根源を探るために、情

報収集と分析を行います。 

3 オープンクエスチョンは、イエス・ノーで答えられるクローズドクエスチョ

ンとは対照的に、クライエントが自由に考え、自分の言葉で表現するよう

促す質問です。クライエントの深い思考を引き出すのに有効です。 

4 非言語コミュニケーションは、言葉以上に相手に与える印象が大きいで

す。ジェスチャー、表情、声の抑揚などは、相手の理解を深め、共感を促

す上で重要な要素です。 

 

問題 47 ソーシャルワークに関する次の記述のうち, より適切なものはど

れか。 3 つ選べ。 

1 クライエントと相談援助者が目標達成に向けて取り組むことは,重要で

ある。 

2 支援計画は、 具体的に立てるよりは、できる限り抽象的に立てること

が望ましい。 

3 支援を終結する際は, 終結に伴うクライエントの不安に十分配慮するこ

とが重要 である。 

4 スーパービジョンの主な目的は,クライエントへの支援の向上とサービ

スの質の 確保のための相談援助者の養成である。 

5. アウトリーチとは,個人情報を適切に管理・保護することである。 

 

解答・解説 

1 ソーシャルワークでは、クライアントと相談援助者が共に目標を設定

し、その達成に向けて協力することが基本的なプロセスです。共同で目

標を達成することで、クライアントの自立を促進し、より良い生活へと導く

ことができます。 

3 支援の終結は、クライエントにとって大きな変化であり、不安を感じるこ

とも少なくありません。終結に伴うクライエントの気持ちを理解し、丁寧に

説明することで、スムーズな終結へとつなげることができます。 

4 スーパービジョンは、相談援助者が経験豊富な専門家から指導を受け

ることで、クライアントへの支援の質を高め、サービスの質を確保するた

めの重要なプロセスです。 



 

問題 48 ソーシャルワークの視点から, 支援困難事例に関する記述とし

て,より適 

切なものはどれか。 3 つ選べ。 

1 高齢者の家族が支援内容に対して何度も不満を訴えたため, 担当の

介護支援専門 員が地域包括支援センターへ相談する。 

2 独居のクライエントが屋外までごみがあふれている家屋に住んでいる

ので,直ち に警察へ介入を依頼する。 

3 認知症のために判断能力が著しく低下したクライエントに対して, 成年

後見制度 の利用を検討する。 

4 セルフ・ネグレクトには、配偶者からの身体的虐待が含まれる。 

5 関係する専門職,関係機関,地域住民などがチームを組んでアプローチ

すること が望ましい。 

 

解答・解説 

1 介護支援専門員は、利用者や家族からの相談に応じ、より適切な支援

へとつなげる役割を担っています。地域包括支援センターへの相談は、

多職種で連携し、より専門的な支援を受けるための適切な行動です。 

3 認知症により判断能力が低下したクライエントに対しては、財産管理や

契約行為など、本人の意思決定が困難な場合に、成年後見制度を利用

することで、適切な支援を行うことができます。 

5 支援困難事例は、単独の専門職では対応が難しく、多様な専門職や関

係機関、地域住民が連携して取り組むことが重要です。チームとして連

携することで、より包括的な支援を提供することができます。 

 

問題 49 ソーシャルワークにおける地域援助として,より適切なものはど

れか。 3 つ選べ。 

1 保健医療・福祉等の専門職のみによる地域の課題への対応 

2 地域の商店と NPO の協働による認知症カフェの設置・運営 

3 地域の高齢者が福祉サービスにアクセスしやすくなるための自治体へ

の働きかけ 

4 被災者に対する支援のためのボランティアの組織化 

5 住民を交えたグループ活動における本人の了解を得ないままの参加

者の氏名や顔 写真の公表 

 

解答・解説 



2 地域の様々な主体（商店、NPO）が協力し、地域住民（認知症当事者と

その家族など）のためのサービスを提供しています。 

3 地域住民（高齢者）の視点から、行政（自治体）に働きかけ、より良いサ

ービスの提供を求めています。地域住民の生活を改善するための主体

的な取り組みとして適切です。 

4 災害発生時、地域住民がボランティアとして協力し、被災者を支援する

活動は、地域全体の連帯感を高め、復興を促進します。地域の危機的な

状況に対応するための住民参加型の取り組みとして適切です。 

 

 

問題 50 介護保険における訪問介護について正しいものはどれか。 3 つ

選べ。 

1 指定訪問介護事業所の管理者は, 介護福祉士でなければならない。 

2 サービス提供責任者は、利用者のサービスに関する意向を定期的に

把握するものとする。 

3 指定訪問介護事業者は, サービス提供中に事故が発生した場合は,市

町村, 利用 者の家族,担当の居宅介護支援事業者等に連絡を行わなけ

ればならない。 

4 居宅サービス計画にないサービスでも、利用者の要望があった場合に

は, 訪問介 護員は直ちに提供しなければならない。 

5 指定訪問介護事業者は、定期的に業務継続計画の見直しを行い,必要

に応じて業 務継続計画の変更を行うものとする。 

 

解答・解説 

2 サービス提供責任者は、利用者の意向を尊重し、より良いサービスを

提供するために、定期的に意向を把握することが求められます。 

3 事故発生時の連絡は、事業者の重要な義務です。関係各所に迅速に

連絡し、適切な対応を取る必要があります。 

5 業務継続計画は、災害など緊急事態が発生した場合に、サービスの提

供を継続するための計画です。定期的な見直しは、事業の安定運営に

不可欠です。 

 

問題 51 介護保険における通所介護について正しいものはどれか。 3 つ

選べ。 

1 サービスの所要時間が同じ区分の利用者に対しては、サービス提供

開始時刻を同 じにしなければならない。 



2 指定通所介護事業所の設備を利用し,宿泊サービスを提供する場合に

は,その開 始前に指定権者に届け出る必要がある。 

3 通所介護費の算定の基準となる所要時間には, 送迎に要する時間も

含まれる。 

4 通所介護計画は、サービスの提供に関わる従業者が共同して個々の

利用者ごとに 作成するものである。 

5 あらかじめ通所介護計画に位置付けられ、 効果的な機能訓練等のサ

ービスが提供 できる場合は,事業所の屋外でサービスを提供することが

できる。 

 

解答・解説 

2 通所介護の範囲を超えるサービスを提供する場合には、事前に届け

出が必要です。 

4 通所介護計画は、サービス提供に関わる従業者（例えば、介護士、リ

ハビリスタッフ、ケアマネージャーなど）が協力して、個別の利用者に対し

て作成する計画です。利用者の健康状態や生活状況、目標に応じて、ど

のような介護サービスを提供するかを定めます。この計画は、利用者の

自立支援や生活の質を向上させるために重要な役割を果たします。 

5 利用者の状態やサービス内容によっては、事業所の屋外でサービスを

提供することも可能です。 

 

問題 52 介護保険における訪問入浴介護について正しいものはどれか。 

3 つ選べ。 

1 1 回の訪問につき, 看護職員 1 人及び介護職員 2 人で行った場合,こ

れらの者の うち 1 人を当該サービスの提供の責任者とする。 

2 利用者が短期入所生活介護を利用している間も、その必要性が居宅

サービス計画 に記載されていれば, 訪問入浴介護費を算定できる。 

3 心身の状況により, 訪問時に全身入浴が難しい場合、 利用者の希望

によって, 清 

拭や部分浴に変更することができる。 

4 利用者の自宅に浴室があっても,訪問入浴介護を利用することができ

る。 

5 終末期にある者は,利用することができない。 

 

解答・解説 

1 訪問入浴介護では、安全なサービス提供のために、看護職員が 1 人



以上必要とされています。また、介護職員も複数人必要で、これらの職

員の中から 1 人がサービス提供の責任者となります。 

3 利用者の状態に合わせて、入浴の方法を変更することができます。 

4 自宅に浴室がある場合でも、利用者の状態によっては、訪問入浴介護

を利用することができます。 

 

問題 53 介護保険における短期入所生活介護について正しいものはど

れか。3 つ選べ。  

1 短期入所生活介護計画は, 居宅サービス計画を作成した介護支援専

門員が作成し なければならない。 

2 いかなる場合でも, 静養室において指定短期入所生活介護を行うこと

はできない。 

3 利用定員が 20 人未満の併設事業所の場合、生活相談員は非常勤で

もよい。 

4 食事内容は,当該事業者の医師又は栄養士を含む会議で検討が加え

られなければ ならない。 

5 協力医療機関は, 緊急時等に速やかに対応できるよう, 指定短期入所

生活介護事 業所から近距離にあることが望ましいものである。 

 

解答・解説 

3 生活相談員の配置基準は、事業所の規模によって異なります。利用定

員が 20 人未満の併設事業所の場合、非常勤の生活相談員でも配置基

準を満たす場合があります。 

4 利用者の健康状態や栄養状態に合わせた食事を提供するため、医師

や栄養士が食事内容について検討することが必要です。 

5 緊急時に迅速な医療対応を行うためには、協力医療機関が事業所か

ら近い場所に位置することが望ましいです。 

 

問題 54 介護保険における福祉用具について正しいものはどれか。3 つ

選べ。 

1 福祉用具の使用目的には、 利用者の自立した日常生活の支援と介護

者の負担軽減 

が含まれる。 

2 浴槽内いすなどの入浴補助用具は, 特定福祉用具販売の対象となる。 

3 利用者の身体を滑らせるスライディングボードは,特定福祉用具販売の

対象となる。 



4 空気式又は折りたたみ式の簡易浴槽は, 福祉用具貸与の対象となる。 

5 エアマットなどの床ずれ防止用具は, 福祉用具貸与の対象となる。 

 

解答・解説 

1 福祉用具は、要介護者の自立を促し、介護者の負担を軽減することを

目的としています。 

2 浴槽内いすなどの入浴補助用具は、特定福祉用具販売の対象となり

ます。特定福祉用具販売とは、要介護・要支援の認定を受けた人が、介

護に必要な用具を購入する際に、一定の条件の下で公的支援を受ける

ことができる制度です。これにより、入浴補助用具やその他の介護用具

を購入する際に、介護保険が適用されることがあります。 

5 エアマットは、繰り返し使用できるため、福祉用具貸与の対象となりま

す。 

 

問題 55 介護保険における認知症対応型共同生活介護について正しい

ものはどれか。 2 つ選べ。 

1 指定認知症対応型共同生活介護事業所の共同生活住居数は,1 以上

3 以下である。 

2 1 つの共同生活住居の入居定員は, 15 人以上 20 人以下である。 

3 認知症対応型共同生活介護を利用している場合, 福祉用具貸与費を

算定できない。 

4 計画作成担当者は, 1 つの共同生活住居ごとに置かなければならな

い。 

5 サテライト型指定認知症対応型共同生活介護事業所の管理者は、管

理上支障がな い場合であっても、本体事業所の管理者が兼務すること

はできない。 

 

解答・解説 

1 地域の実情により、原則として 1 つの事業所に 1 つまたは 2 つの共同

生活住居が設置されます。ただし、効率的な運営が可能な場合は、3 つ

までの設置が認められています。 

3 福祉用具貸与は、原則として居宅サービス計画に基づいて行われるサ

ービスであり、認知症対応型共同生活介護では算定できません。 

 

問題 56 介護保険における小規模多機能型居宅介護について正しいも

のはどれか。 3 つ選べ。 



1 通いを中心として、利用者の様態や希望に応じて, 随時訪問や宿泊を

組み合わせ てサービスを提供するものである。 

2 利用者は,同時に複数の指定小規模多機能型居宅介護事業所に登録

することができる。 

31 つの本体事業所に係るサテライト事業所の数は 2 か所までとする。 

4 小規模多機能型居宅介護従業者として, 理学療法士又は作業療法士

を置かなけれ ばならない。 

5 介護支援専門員は、利用者の処遇に支障がない場合は,管理者と兼務

することが できる。 

 

解答・解説 

1 小規模多機能型居宅介護は、通い、訪問、宿泊の 3 つのサービスを柔

軟に組み合わせることができる点が特徴です。 

3 サテライト事業所の数は、本体事業所 1 つに対して 2 つまでと定めら

れています。 

5 介護支援専門員は、一定の条件下で管理者と兼務することができま

す。 

 

問題 57 指定介護老人福祉施設について正しいものはどれか。 3 つ選

べ。 

1 第三者による施設サービスの質の評価を受けることが, 義務付けられ

ている。 

2 身体拘束等の適正化のための対策を検討する委員会を, 3 か月に 1

回以上開催し なければならない。 

3 入所者の処遇に支障がない場合, 配置される介護支援専門員は非常

勤でもよい。 

4 看護職員については, 常勤の者を 1 人以上配置しなければならない。 

5 計画担当介護支援専門員は, 特段の事情のない限り, 定期的にモニタ

リングの結 果を記録しなければならない。 

 

解答・解説 

2 身体拘束等の適正化を図るため、委員会を定期的に開催する必要が

あります。 

4 看護職員の配置については、常勤で 1 人以上配置する義務がありま

す。 

5 計画担当介護支援専門員は、原則として定期的にモニタリングの結果



を記録する必要があります。 

 

問題 58 生活保護制度について正しいものはどれか。3 つ選べ。 

165 歳以上の被保護者の介護保険料は、生活保護から給付される。 

2 補足性の原理により, 生活保護の介護扶助は、介護保険の保険給付

よりも優先し 

て給付される。 

3 生活保護の要否判定は, 家庭裁判所が行う。 

4 葬祭扶助には, 火葬又は埋葬に必要な費用が含まれる。 

5 介護予防支援計画に基づいて行われる介護予防サービスは, 介護扶

助の対象となる。 

 

解答・解説 

1 生活保護を受けている 65 歳以上の高齢者は、原則として介護保険料

を支払う必要がありません。その費用は生活保護費から支給されます。 

4 葬祭扶助は、生活保護を受けている人が亡くなった場合に、火葬や埋

葬に必要な費用を支給する制度です。 

5 介護予防サービスは、要介護状態になることを予防するためのサービ

スです。生活保護を受けている人が、介護予防支援計画に基づいて介

護予防サービスを受ける場合、その費用は介護扶助の対象となります。 

 

問題 59 成年後見制度について正しいものはどれか。3 つ選べ。 

1 親族は,成年後見人になることができない。 

2 後見開始の審判は,本人も請求することができる。 

3 法人も,成年後見人に選任されることがある。 

4 身上保護(身上監護) とは,本人に代わって財産を管理することをいう。 

5 成年被後見人の法律行為は,原則として,取り消すことができる。 

 

解答・解説 

2 本人が自分の判断能力に不安を感じ、自ら後見開始を申し立てること

ができます。 

3 社会福祉法人などのように、専門的な知識や経験を持つ法人が成年

後見人になるケースがあります。 

5 成年被後見人は、判断能力が不十分と判断されているため、本人が行

った法律行為でも、原則として取り消すことができます。 

 



問題 60 後期高齢者医療制度について正しいものはどれか。 3 つ選べ。 

1 保険料は,厚生労働省令で定める。 

2 生活保護受給者は,被保険者にならない。 

3 被保険者には、65 歳以上 75 歳未満であって, 後期高齢者医療広域連

合の障害認 

定を受けた者も含まれる。 

4 後期高齢者医療広域連合は,特別の理由がある者に対し, 保険料を減

免することができる。 

5 訪問看護療養費の支給は,給付に含まれない。 

 

解答・解説 

2 後期高齢者医療制度では、生活保護を受給している人は、通常、被保

険者にはなりません。生活保護受給者は、医療費の自己負担が免除さ

れているため、後期高齢者医療制度に加入しない形になります。代わり

に、生活保護の医療扶助として、医療サービスが提供されます。 

3 後期高齢者医療の被保険者は、原則として 75 歳以上ですが、65 歳以

上 75 歳未満で、一定の障害の状態にあると認められた場合は、後期高

齢者医療広域連合の認定を受けて被保険者になることができます。 

4 後期高齢者医療広域連合は、所得が低い方や、障害がある方など、

特別の理由がある場合に、保険料を減免する制度を設けていることがあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


